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特殊な環境下で円滑に公共工事業務を遂行するための手引書
　環境配慮マニュアルは、法令等や固有種がなどの生息・生育
情報、重要な自然環境の地域を整理・特定し、自然環境調査の
方法、実施計画・設計・施工の各段階の環境配慮事項、公共事
業における外来種対策などを説明した手引き書です。
　新たに赴任してきた工事担当者でも、小笠原諸島の特殊な自
然環境情報や調査方法、設計・施工時の環境配慮事項などを十
分に把握でき、自然保全に配慮した公共事業を確実に実施でき
るようなマニュアルとなっています。

環境配慮マニュアル作成の背景と経緯
　2011年に小笠原諸島が世界自然遺産として登録されたこと
により、インフラ開発による自然環境の影響に対してこれまで
以上に配慮すべく、具体的な手法をまとめた「小笠原諸島にお
ける公共事業環境配慮マニュアル」を 2013年に策定、2024
年に第 2回目の改定を行いました。
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環境配慮マニュアルの更新における改定
　本マニュアルは「世界自然遺産小笠原諸島管理計画」の改定
にあわせ内容を更新しています。今回の改正では新たな自然環
境情報等を収集し、環境省、林野庁、小笠原村、専門家、小笠
原支庁にヒアリングを実施し、以下の視点で更新しました。
①自然環境情報を更新
　関係機関が実施した小笠原諸島での自然環境調査から新たな
知見を深め、公共事業を行う際に留意が必要な野生動植物の生
態（生息域の範囲変更）などの情報を更新。
②未侵入・未定着の侵略的外来種の侵入・拡散防止対策の強化
　固有種の絶滅回避といった個々の生物種の保全だけでなく、

特に近年、対策の強化が必要な外来プラナリア類や外来アリ類
の侵入・拡散防止など新たな外来種対策を追加。
③新たな知見による調査方法等の更新
　これまでに実施され有効であった自然環境調査方法や、環境
配慮事項などをもとに、小笠原諸島特有の自然環境を踏まえた
新たな自然環境保全技術を追加、更新。
④環境配慮事例の紹介と今後の展開
　環境配慮事業の進め方と手法を紹介する環境配慮事例集をパ
ンフレット形式で作成。
　今後は、他管理機関と情報を共有、連携しながら小笠原諸島
の自然環境の保全を目指す取組みへと発展させていく予定。

作品概要
作品名──────小笠原諸島の公共事業における環境配慮マニュアル
委託名称─────東京都　小笠原村
発注───────東京都環境局
事業目的 小笠原諸島の自然環境を適切に保全するため、公共事業における環

境影響評価手法を検討し、都職員が公共事業を行う際の自然保護に
関する法令手続き、希少な動植物の生態的特性、位置情報、さらには
実施計画・設計段階・施工段階における環境配慮事項をまとめた「小
笠原諸島における公共事業の環境配慮マニュアル」の策定及び継続
的な更新を行った。

事業期間─────2011年～2024年

作品評
　本作品は 2011年に世界自然遺産として登録された小笠原諸島において、自然環境
の保全に配慮した適切な公共事業を行うための環境配慮マニュアルの策定及び更新で
ある。さかのぼる 2004年、東京都は同地域における公共事業の環境配慮指針を策定
していたが、2011年の世界自然遺産の登録を機により厳格に自然環境への配慮を行う
ため本マニュアルが策定された。本作品はこのような経緯を踏まえた上で、2011年以
降に取り組んだ業務の流れを論理的かつ分かりやすくまとめており、調査、課題抽出、
そして解決策の提示へとマニュアル策定のプロセスがよく理解できる構成となっている。
なかでも小笠原諸島の現場に精通する研究者や NPOへのヒアリング結果を丹念に拾
い上げ、現場の専門家が危惧していることは何かを的確に把握し問題意識を共有する
態度は、まさに現場の課題にともに向き合うコンサルタントとしての職能を充分発揮し
ているといえよう。また、都の内部資料としての本マニュアルを全国の行政機関や関係
者が活用できるように工夫したことも評価できる。以上のことから本作品は特別賞となっ
た。
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